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H１ Ｈ５ Ｈ10 Ｈ15 Ｈ20 Ｈ25 Ｈ30
％ ％ ％ ％ ％ ％ ％
Ⅰ 角膜 1 角膜混濁 1.4 1.3 2.4 3.0 2.7 2.6 2.3
2 角膜白斑 1.8 1.1 1.3 0.5 0.6 0.0 0.0
3 角膜ブドウ腫 0.8 0.5 0.8 0.5 0.0 0.0 0.0
4 角膜変性 0.2 0.4 0.0 0.0 0.9 0.0 0.8
5 その他 0.4 0.5 0.5 1.3 1.5 0.7 1.2
Ⅱ 毛様体・虹彩 6 無虹彩・虹彩欠損 1.8 2.2 2.9 2.5 1.5 2.0 1.6
7 瞳孔偏位 0.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
8 瞳孔遺残膜 0.4 0.4 0.0 0.3 0.0 0.0 0.0
9 瞳孔閉鎖 0.4 0.4 0.0 0.3 0.0 0.0 0.0
10 前房形成不全 0.2 0.0 0.0 0.0 0.3 0.3 0.4
11 その他 0.6 0.2 0.5 0.3 0.0 0.0 0.0
ブドウ膜 12 ブドウ膜炎 0.8 0.4 0.5 1.0 0.0 1.0 0.8
13 ブドウ膜欠損 0.8 0.5 1.1 1.0 0.3 0.7 0.4
14 その他 0.0 0.5 0.3 0.3 0.6 0.3 0.0
Ⅲ 眼圧 15 牛眼・先天性緑内障 2.2 1.8 4.3 2.8 3.6 2.3 2.3
16 緑内障 3.0 2.2 1.6 4.3 1.5 3.3 3.1
17 その他 0.0 0.2 0.0 0.3 0.0 0.3 0.4
Ⅳ 水晶体 18 白内障 8.3 6.6 3.5 5.1 6.5 4.6 3.1
19 先天性無水晶体眼 0.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
20 術後無水晶体眼 4.3 4.7 4.8 5.6 4.5 4.2 1.2
21 後水晶体繊維増殖症 1.0 0.5 0.0 0.3 0.0 0.0 0.0
22 その他 0.0 0.9 1.9 1.3 0.0 1.6 0.4
硝子体 23 第1次硝子体遺残過増 1.0 0.7 0.3 0.8 0.9 1.6 0.0
24 硝子体混濁 0.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
25 その他 0.2 0.2 0.8 0.5 0.0 0.3 0.0
Ⅴ 網膜・脈絡膜 26 網脈絡膜萎縮 1.0 1.6 1.3 0.8 1.2 0.7 1.6
27 網膜色素変性症 3.0 2.6 3.2 2.5 3.3 4.6 4.3
28 未熟児網膜症 9.9 7.3 9.4 8.6 10.4 13.4 12.0
29 網膜剥離 3.4 2.6 3.2 3.8 5.6 4.6 7.0
30 網膜芽細胞腫 1.2 1.1 1.1 1.0 1.5 1.6 2.7
31 網膜硝子体症 0.8 0.5 0.3 0.5 0.0 0.0 0.0
32 黄斑部変性・萎縮 0.6 0.9 1.1 1.3 3.0 1.6 0.4
※ 黄斑低形成 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.3 1.2
33 網膜変性・萎縮 0.6 0.7 0.5 0.0 0.6 0.0 0.0
34 糖尿病性網膜症 0.6 0.7 1.9 1.3 1.8 0.7 1.9
35 網膜・脈絡膜欠損 0.4 0.5 0.8 0.8 0.9 0.0 0.0
36 その他 1.0 2.0 3.2 2.5 2.7 0.7 1.9
Ⅵ 視神経 37 視神経萎縮 8.9 7.8 8.3 6.3 8.6 6.9 7.4
38 その他 1.0 1.6 2.7 1.8 1.8 2.6 2.3
視交叉視路 39 皮質盲 1.0 1.1 0.5 0.8 0.6 0.7 0.0
40 その他 0.2 0.0 0.5 0.0 0.0 0.0 0.0
Ⅶ 屈折調整 41 遠視 1.6 1.3 3.2 2.5 3.3 0.0 0.0
42 近視 4.0 1.3 3.2 5.3 3.6 0.7 1.2
43 乱視 3.0 1.5 2.7 3.8 3.3 0.0 0.0
44 その他 0.0 5.1 1.1 0.0 0.0 0.0 3.9
眼位・眼筋運動 45 斜視 3.4 2.9 1.6 2.8 3.6 5.2 4.7
46 眼球振盪 4.9 9.1 5.6 8.8 6.8 8.8 10.5
47 その他 0.0 0.7 0.5 0.0 0.0 0.0 0.4
Ⅷ 眼全体・その他 48 白子眼 1.2 0.4 0.0 0.8 0.3 1.3 1.6
49 眼球萎縮 1.8 2.7 3.2 1.0 1.2 1.3 1.9
50 小眼球 6.1 6.6 4.0 3.5 3.0 3.9 3.9
51 術後無眼球 2.2 2.4 1.6 1.0 0.9 2.6 2.3
52 無眼球 1.8 0.7 0.8 0.3 0.9 1.3 0.8
53 弱視 4.9 5.3 4.0 4.8 4.2 4.9 5.0
54 その他 0.8 2.6 2.7 2.0 2.1 4.9 3.5
100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0
眼疾患名部位
表１　北海道盲学校に在籍する児童生徒の部位と眼疾患名の推移
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把握し，自然光と人工光を調整する施設・設
備を改善・充実する視点が大切になる。
　窓から差し込む光の量を調整するための遮
光カーテン，ブラインド，薄手のカーテン，
レースのカーテンなどを整えることにより，
季節や時刻の変化に応じて教室内の照度をこ
ま目に調整できるようにすることが必要であ
る。また，天井灯（光量を調整できるもの）
や机上灯（自在アーム灯）を設置できる環境
を構築することが望ましいと考える。
2．ICT機器の変化及びデジタル教科書の普及
　平成の初め頃から北海道の盲学校には，コ
ンピュータが導入され，点字を印刷すること
が出来るようになった。さらに，点字の文章
をパソコンで編集したり，校正したりするこ
とが可能となり，保存も容易になったことで，
点字教材を作成する環境が向上してきた。
　現在では，点字文章を音声によってフィー
ドバックすることや，点字ディスプレイに表
示すること，音声等の記録を容易に行うこと
が出来るようになるなど，全盲の児童生徒も
タブレット端末などのICT機器を活用した
学習に取り組まれている。特に，タブレット
端末を持ち歩くことが出来るようになったこ
とで，校外活動においても，使用が可能とな
り，活用の仕方も多岐に渡るなど格段の進歩
が見られるようになった。
　また，デジタル教科書の普及についても，
徐々に進んでおり，北海道の盲学校では，タ
ブレット端末（iPad）に保存されたデジタル
教科書コンテンツが無償で貸与されるなど，
その活用が進んできている。
3．遠隔授業による学習集団の確保・工夫
　平成の30年間に北海道の盲学校に在籍する
児童生徒数は，約57％減少している。弱視特
別支援学級の増加もあるが，通常の学級に在
籍する視覚に障害のある児童生徒の存在も考
えられる。北海道の盲学校では，一定程度の
規模の学習集団を構成することが求められる
状況にあり，以前から，学年や学部を超えた
集団構成などにより，教育活動を工夫してき
た経緯はあるが，同年齢，同学年の集団を構
成することが困難な状況にあり，更なる工夫
が求められるところである。同年齢・同学年
での集団を確保するため，テレビ会議システ
ムなどを活用した遠隔授業の意義が認められ
つつあり，北海道の盲学校をつないで授業を
行う取り組みも行われているところである。
4．交流及び共同学習の推進
　北海道の盲学校では少人数化が進む一方
で，弱視特別支援学級の増加傾向が伺えるこ
とから，小・中学校における視覚障害教育に
関する理解が深まる機会と捉えることがで
き，地域の小・中学校との交流及び共同学習
を意図的に計画・実施することが大事である
と考える。このことにより，盲学校の児童生
徒にとっては，様々な学習集団や様々な考え
方，感じ方等を体験・理解することができる
と考えられる。また，小・中学校には，視覚
に障害のある児童生徒への指導・支援の実際
を体験することができ，通常学級等に在籍す
る弱視児に対して適切なかかわり方を周知す
る良い機会と考えることができる。
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